（５）構造耐力上主要な部分の経年劣化判定

　　劣化状況から補修・補強の必要性を判定し、要・不要の欄にレ印をする。

　基　礎・柱　

	部位
	判　定　基　準
	所見（補修・補強の要）

	基　礎
	目視観察
	ひび割れはほとんどない
	要
	
	不要
	

	
	
	局部的に小さなひび割れ有り
	要
	
	不要
	

	
	
	換気口廻り、隅角部等にひび割れ、損傷あり
	要
	
	不要
	

	
	
	基礎が割れている
	要
	
	不要
	

	
	
	不同沈下がみられる、部分的に崩壊している
	要
	
	不要
	

	柱
	傾斜測定
	１／５００以下
	要
	
	不要
	

	
	
	１／２００以下
	要
	
	不要
	

	
	
	１／１２０以下
	要
	
	不要
	

	
	
	１／６０以下
	要
	
	不要
	

	
	
	１／６０を超える
	要
	
	不要
	


　外　壁　

	部位
	判　定　基　準
	所見（補修・補強の要）

	外　壁
	モルタルひび割れ
	表面ひび割れはほとんどない
	要
	
	不要
	

	
	
	不連続に局部的に小さなひび割れあり
	要
	
	不要
	

	
	
	連続した小さな表面ひび割れあり
	要
	
	不要
	

	
	
	交錯またはやや深いひび割れ
	要
	
	不要
	

	
	
	深く幅広いまたは全面ひび割れあり
	要
	
	不要
	

	
	外装材の割れ等
	割れ、はがれがほとんどない
	要
	
	不要
	

	
	
	局部的に小さな割れ、はがれがあり、雨水の浸入の恐れあり
	要
	
	不要
	

	
	
	連続した割れ、はがれがあり、雨水の浸入の恐れあり
	要
	
	不要
	

	
	
	深い割れ、大きなはがれがあり、雨水の浸入あり
	要
	
	不要
	

	
	
	深い割れ、大きなはがれがあり、雨水の浸入が認められる
	要
	
	不要
	


　床　組・屋　根　

	部位
	判　定　基　準
	所見（補修・補強の要）

	床　組
	及び床の傾斜

剛性の低下
	歩行による診断
	通常の歩行で不安感がない
	要
	
	不要
	

	
	
	
	数カ所できしみ音がある
	要
	
	不要
	

	
	
	
	家具・建具が揺れる
	要
	
	不要
	

	
	
	
	踏むと床が局部的にたわむ
	要
	
	不要
	

	
	
	
	床全体が揺れて大きくたわむ
	要
	
	不要
	

	屋　根
	棟線の下がり

雨漏り・
	目視観察
	屋根について異常はない
	要
	
	不要
	

	
	
	
	屋根の一部が傷んでいる
	要
	
	不要
	

	
	
	
	天井にしみがみられる
	要
	
	不要
	

	
	
	
	棟線の下がりがはっきりとわかる
	要
	
	不要
	

	
	
	
	棟線が波うっていることがわかる
	要
	
	不要
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